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　今年も田植えのシーズンが訪れ、５月10日から各地域で田植えが行われました！
　写真は５月15日から田植え作業を開始した古屋伸幸さん（幌加内地区）です♪

➡記事の詳細は3ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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５
月
９
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
、「
令
和
６
年
度
日
本
農
業

新
聞
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
同
大
会
で
は
毎
年
、
農
業
新
聞
の
普
及
・
通

信
員
活
動
で
優
秀
な
実
績
を
挙
げ
た
Ｊ
Ａ
や
一

村
逸
品
大
賞
、
読
者
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
広

告
賞
等
様
々
な
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

　
開
会
に
あ
た
り
（
株
）
日
本
農
業
新
聞
　
港

義
弘
代
表
取
締
役
社
長
は
「
正
確
で
わ
か
り
や

す
い
報
道
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
食
と
農
へ

の
国
民
的
理
解
の
醸
成
、
生
産
基
盤
の
強
化
、

農
業
者
の
経
営
安
定
に
貢
献
し
て
い
く
」
と
挨

拶
し
た
。

　
今
年
度
は
、
日
本
農
業
新
聞
の
普
及
・
活
用
や
教

育
広
報
活
動
に
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
と
し
て
当
Ｊ

Ａ
が
『
日
本
農
業
新
聞
準
大
賞
』
に
選
ば
れ
全
国
大

会
に
て
表
彰
を
受
け
た
。

　
同
大
会
に
は
当
日
、
全
国
か
ら
約
５
０
０
名
の
Ｊ

Ａ
代
表
者
が
出
席
し
、
情
報
発
信
と
記
事
活
用
を
通

じ
て
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
。
ま
た
、
岸
田
文
雄
首
相
も
会
場
に
訪
れ

祝
辞
を
述
べ
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
当
Ｊ
Ａ
岩
田
清
正
組
合
長
は
「
日

頃
の
広
報
活
動
が
と
て
も
大
切
。
今
後
も
皆
様
に
Ｊ

Ａ
や
こ
の
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
広
報
活
動

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
た
」
と
喜
び

を
話
す
。

・
日
本
農
業
新
聞
大
賞：

市
川
市
農
業
協
同
組
合
（
千
葉
県
）

・
準
大
賞：

福
山
市
農
業
協
同
組
合
（
広
島
県
）

・
準
大
賞：

き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

日本農業新聞提供日本農業新聞提供

日本農業新聞提供日本農業新聞提供

▲岸田文雄首相と受賞者による集合写真▲岸田文雄首相と受賞者による集合写真

▼表彰を受ける岩田清正組合長▼表彰を受ける岩田清正組合長

日本農業新聞提供日本農業新聞提供
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今年も田植えスタート！！今年も田植えスタート！！

　 月 日 月 日に 、 支 で の が行わ た。支 職

員を中心に、支 金 、支 、 、 、また ー北

支 の職員 が に て、 の 生 者を し、 の の生 の

、 方 、今 の に いて した。

　 した職員は、 は 年より く、 の土は く いた。 は日

も多 た とで地 は に でき、 いは 。 が い 報が ているが、

に て に めて きたい と す。

川支 　

水稲育苗巡回を実施

　 月10日 、 地 を りに、 地 で が ー した。

　 地 では、 が 月15日 を始め、7日 て ha、

13haに きた きも を する。 は、 年、 の が たので今年も心

が き いが、 で日 ていきたい と 。

　今年 の では、 る とも 合わせて で する み。 は 月

日 ー を 、 月 まで く 。

　 月 日 月 日に 、 支 で の が行わ た。支 職
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5月8日 17日に 、 会による今年 の が行わ た。 会

では、4 の ー ーにJA職員が きGPS 動

能を た12 の と ー によ

る を行 た。

　 会員36 の に し みまる の

、 の そ た の を た。

年と て は30ha り 120haと

た。生 者 で する方が してきている と

が と る。

　 会の は、 たりの

が今 も いていく中、 くては い に

ると る。 会での が 年 わ

に ている で るので を

行い今 対 していきたい と す。

　

　お の取 で る が する ー ー ー ・ は 月に ープ 年を る。

そ を記 し、 し と め り を の

合で した を 月 日 を 始した。

　 は の に いものを く と ・ を

り し に た。 ー は、 ー

とり の 者・ に 。 には

年を 、 に へ しく たく の を めた。

　発 日の 日は の 組合 と 組合 、

職員、 職員で会 を いた。

　 組合 は の通り、たくましく を でいきそ お を く ても

た。 に しくお い 。 を て ールできる と で

。

　 組合 は 年、生 者が の り に 、お の を せ

ても ており、そ が りの ー に が ている。 年は に

わ たが、 が で した 、も も のお ができた。

も との の中で を めていきたい と力を めた。

　 は に いて しと め り の 方の を

き し、 が るお に 上が た。 はおいしい 物がたく る

ので、 役 に るよ お に と している。

　

水稲直播研究会　播種作業水稲直播研究会　播種作業
販売部販売部販売部販売部販売部販売部販売部販売部
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　 は と 等 に、 が した とわたした

のく し を贈呈した。 の では、 、 、またそ に わる 活動 を

、グ で り すく ており、 を もた に への を め

ても お と、 年 年 して贈呈している。

　今年は 月 日、 組合 が 川 を し、 年生にと を した。

　 を 取 た の は、

のよ は ・ り

の にも活 できるので りがたい。

が る地 川に

いての を めていく と

にも活 せて きたい と

す。

広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈広い視点で食農教育　管内小学校へ食育教材を贈呈

　 月 日、 きたそ 女性 みて 生の が た。

みて とは、 きたそ の女性が と く し の を通

じて を め、 き た くり、心 地 くりを す を として令和

年 しており、今年 は 生として が した。

　 では、 の が も

倒く い き では く、 き

を にして してい 、 はその通りの に わ てい

く。 き を にして りたい を してくだ い

と を た。

　 の中では 生が を行い しい と 年

とがとても しみ でき い をして、多くの とを

たい の を く とが た。

　 の ー では を行 た。

とは、 では い を の に する と。そのためには

を る とが で り、 へ き取りを行 とで

生 の ー の活性 を る。 の には、 き

取り をまとめた ー を だ では く、

ごとに ー そ を いた の も が し

す とで り上が た。
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振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部
農業
振興部
農業
振興部

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（5）



　今年も、 地 と 支援 が 月 日

を ー せた。

　 の日は が たものの、 も く の を た 、 の 者は

地に た きの を行 た。

　 は 年と じ方 が に ているので ります と を せる。

　 年の様 を し し が の き は 月 まで く。

　 月 日、 協に いて を め地 会を ため、 の 支援 がい支援

ーに通 している 者を対象とした 会を行 た。

　 日は が る中、 の 者と職員が し、青 ・広 き ー・ ・

ーの を グループに て 。

　そ 職員が ・ り すく に すると、 めて る

に を に いていた。

　 では、 者 ご に合 お は りますが、 り に合 ご て ります

の が寄せ た。

　 として青 で いている方も、 をたく てとても し た と

で た。

令和6年度『農福連携』作業開始

農業農業農業農業農業
振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部
農業
振興部
農業
振興部

農福連携等ＪＡ施設見学会開催農福連携等ＪＡ施設見学会開催

（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　 月 日、多 の ・ 年生を対象とした を行 た。

　 の 合 の では、地 川 の で る お と に いて が

もの をするとい が行わ ている。今 の では、その中で が に じた を

職員が をするとい だ た。

　 は た おいしいお がと るの 川 で ている の は

が と した。

　地 生に の に を ても い 会と た。

青 　

　 月 日と 日、北海道 ・ の を行 た。

　 年 行 ている 生の は、

での を通して 生へ と きたそ の

物の 力を る。 年は により での

と ていたが、今年 は の 生を た。

　 日 は と を に 、はじめに

が きたそ の に いて

を行 た。 では、 の が している

と くが きたそ も ているの の年の

が ているのは が だ たの 様 が

寄せ た。 いて、 ・ ・ ・

ーを 。 者の と が を してお

り、 ー で を する に いていた。

　 日 は ・ ・多 地 へ に て い、

を行 た。

いにくの 様だ たが 動で が動いて 動した

は くて だ たが し た と めて行 た

に していた。

　 した 生は に た きたそ の とお はとても し た。 の ー ーで

きたそ の を た します と を し 日 の を た。

農業農業農業農業農業
振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部振興部
農業
振興部
農業
振興部
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北海道大学・酪農学園
大学農業実習受入れ
北海道大学・酪農学園
大学農業実習受入れ

青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部青果部

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）



金融金融金融金融金融
共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部共済部
金融
共済部
金融
共済部

4月12日、 年金 の会は、 35 会を金 支 会 で し、会員19 が

した。

　 会では、 会 の の と、令和5年 報告、令和6年 が 通り た。

金 支 　

雨竜支所
5月15日、 JAきたそ 支 き 　 を した。

　今 の は、 ー に る き ー が に た とを 行わ

る とと た。

　 では、 ー の に、 建て600 で1.3 り が650

能 き が る。

　 の日行わ た には、 ・ 者 者

30 が し、発 者 では JA 組合 が

もそ そ りに る。 ー 、

き が の 物で るく い に る と

を ている と た。

8月 には

で、今年の

の を

する 。

第 35回定期総会を開催第 35回定期総会を開催
音江年金友の会音江年金友の会

雨竜に籾仮置き庫を新設雨竜に籾仮置き庫を新設

（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
が
持
つ
大
切
さ

　
こ
う
し
て
30
年
強
、
講
師
を
生
業
に
し

て
い
る
と
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
の
あ
る
事
例
を
通
じ
て
「
ス

ロ
ー
ガ
ン
な
ど
が
持
つ
大
切
さ
」
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
れ
は
も
う
ひ
と
昔
以
上
も
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。
函
館
市
役
所
の
新
任
係
長

研
修
で
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
そ
こ
で

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
話
題
に
し
た
時

の
こ
と
で
す
。
私
は
貴
Ｊ
Ａ
職
員
の
方
々

に
対
す
る
講
義
も
そ
う
で
す
が
、
基
本
的

に
一
方
通
行
的
な
や
り
方
は
極
力
と
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば

「
気
づ
き
、
考
え
て
も
ら
う
こ
と
」
を
念

頭
に
お
き
な
が
ら
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
こ
う
で
す
」
と
い
う
の
は
簡
単
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
よ
り
も「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
は
何
ぞ
や
？
」
と
考
え
て
も
ら

う
過
程
に
意
味
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
彼
ら
に
行
っ
た
や
り
と
り
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
最
も
リ
ー
ダ
ー
ら

し
い
人
」
と
い
う
シ
ー
ト
を
渡
し
「
皆
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
と
お
付
き
合
い

を
し
て
き
て
お
り
ま
す
よ
ね
。
両
親
は
も

と
よ
り
、
上
司
、
学
校
の
先
生
等
々
。
そ

の
中
で『
最
も
リ
ー
ダ
ー
ら
し
い
人
は
？
』

と
問
わ
れ
た
ら
誰
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
は
そ
の
人
を
一
人
見
つ
け
て
下
さ

い
。
そ
の
上
で
な
ぜ
そ
う
感
じ
た
の
か
？

そ
の
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
？
な
ど
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
」
と
。
個
人
で

考
え
て
も
ら
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

へ
と
進
み
ま
す
。
そ
う
し
て
各
人
が
候
補

に
あ
げ
た
人
に
つ
い
て
、「
シ
ェ
ア(

分

か
ち
合
い)

」
を
し
”
互
い
の
事
例
に
学

ぶ
“
と
い
う
作
業
に
移
り
ま
す
。
そ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
定
義
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
要

件
」
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
グ
ル
ー
プ

か
ら
発
表
を
も
ら
っ
た
後
、
そ
れ
を
受
け

て
ま
と
め
と
し
て
私
の
方
か
ら
コ
メ
ン
ト

を
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
流
れ
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
時
間
が
許
せ
ば
、
各
グ

ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
事
例
の
中
か
ら
「
他

の
グ
ル
ー
プ
に
も
聞
か
せ
た
い
」
と
い
う

も
の
を
一
つ
選
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
方
に

討
議
で
の
結
果
と
、
自
分
の
推
し
た
リ
ー

ダ
ー
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
と
い
う
作

業
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

あ
る
30
歳
半
ば
の
男
性
職
員
が
こ
ん
な
こ

と
を
口
に
し
た
の
で
す
。「
私
は
以
前
、

夕
張
市
に
派
遣
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
確
か
５
人
に
１
人
く
ら
い
が
派
遣
職
員

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
上
司
に
あ
た

る
係
長
は
愛
媛
県
か
ら
派
遣
を
さ
れ
て
き

た
人
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
全
国
で
唯
一
、

再
生
団
体
に
な
っ
た
夕
張
市
で
す
。
職
員

は
元
気
さ
に
も
欠
け
、風
土
も
よ
く
な
い
。

こ
れ
を
何
と
か
し
た
い
。
そ
の
為
に
ま
ず

は
我
が
係
が
皆
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
、

そ
れ
に
向
け
互
い
に
頑
張
ろ
う
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
。
と

こ
ろ
が
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
聞
い
て
ビ
ッ

ク
リ
。
そ
れ
は
「
お
い
あ
く
ま
」
だ
っ
た

の
で
す
。そ
の
言
葉
の
意
味
は
こ
う
で
す
。

彼
曰
く
。「
お
は
『
お
ご
ら
な
い
（
驕
ら

な
い
）』、い
は『
い
ば
ら
な
い
』、あ
は『
焦

ら
な
い
』、く
は『
く
さ
ら
な
い
』、ま
は『
負

け
な
い
』
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
。
私
の

浅
知
恵
で
す
が
、
私
な
ら
末
尾
の
「
な
い
」

を
頂
戴
し
、「
５
な
い
の
徹
底
」
な
ど
と

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
逆
に
こ
の
意

外
さ
が
効
を
奏
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

後
、
係
の
雰
囲
気
も
変
わ
り
、
不
思
議
な

こ
と
に
そ
れ
に
つ
れ
周
り
の
空
気
も
徐
々

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
話
し
で
し

た
。さ
ら
に
彼
が
言
い
ま
す
。「
自
分
は
今
、

こ
う
し
て
係
長
と
し
て
、
そ
の
時
の
Ｋ
さ

ん
と
同
じ
立
場
に
な
っ
た
。
彼
が
係
長
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
職
場
を

変
え
て
く
れ
た
よ
う
に
『
自
分
な
ら
何
が

出
来
る
か
』
を
、
今
、
真
剣
に
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」。
私
は
拍
手
を
し
て
讃

え
受
講
者
に
こ
う
発
信
し
ま
し
た
。「
今
、

皆
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
ら
し
い
人
で
あ
げ
ら

れ
た
よ
う
に
、
そ
ん
な
モ
デ
ル
に
な
る
あ

な
た
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
」
と
。
観
察
学
習
の
一
つ
に
「
モ
デ

リ
ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
上
司
や
先

輩
で
あ
る
あ
な
た
は
部
下
や
後
輩
に
ど
の

よ
う
な
姿
を
見
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄ののののののののの石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第33回第33回
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地区担当体制のご紹介
ＪＡでは、組合員と共に地域農業を振興し、より良いＪＡ運営に向けて、地区担当体制を整備しています。
今後、全戸巡回等を通じて組合員一人ひとりとの情報交換・ビジョンの共有を図って参りますので、よろしくお願いします。
つきましては、本年度の地区担当職員及び作物別・部門別の担当職員をご紹介いたします。

音江地区

【上段・左より】吉田　拓哉　主査（深川支所営農課）

　　　　　　　　石野　泰誠　係　（深川支所営農課）

　　　　　　　　森島　直樹　主査（振興課）

【下段・左より】小田嶋祐冴　係　（資材推進課）　

　　　　　　　　松本　大輝　係　（融資課）

　　　　　　　　前田みゆき　係　（渉外課）

メム地区
【上段・左より】正田　佳子　主査　（深川支所営農課）
　　　　　　　　渡辺　理久　係　　（深川支所営農課）
　　　　　　　　上月　　洋　課長　（深川米穀施設課）
　　　　　　　　小島　和也　主査　（深川米穀施設課）
【下段・左より】廣田　　淳　課長　（振興課）
　　　　　　　　長内　大貴　係　　（資材推進課）
　　　　　　　　谷内　健二　主査　（融資課）
　　　　　　　　上埜　祐輝　係　　（渉外課）

一已地区
【上段・左より】渡辺　康貴　考査役（深川支所営農課）
　　　　　　　　戸嶋　凌太　係　　（深川支所営農課）
　　　　　　　　板見　秀二　係　　（深川米穀施設課）
　　　　　　　　小松　　努　主査　（振興課）
【下段・左より】高桑　陵子　主査　（営農企画課）
　　　　　　　　田中　嘉浩　主査　（資材推進課）
　　　　　　　　薄木　康弘　調査役（融資課）
　　　　　　　　岡部慎一郎　主査　（渉外課）　

納内地区
【上段・左より】中川　留美　主査　（深川支所営農課）
　　　　　　　　畠中　将希　係　　（深川支所営農課）
　　　　　　　　白川　　航　係　　（営農企画課）
　　　　　　　　河端小弥太　係　　（営農企画課）
【下段・左より】越智　順哉　課長　（資材推進課）
　　　　　　　　一戸　栄治　主査　（融資課）
　　　　　　　　山本　豪太　係　　（融資課）
　　　　　　　　千石　倖輔　係　　（渉外課）
　　　　　　　　長谷川朝日　係　　（渉外課）　　　　　　　　　　

多度志地区
【上段・左より】松本　隆史　係　　（深川支所営農課）

　　　　　　　　近江　陽斗　係　　（深川支所営農課）

　　　　　　　　松本　定幸　課長　（営農企画課）

【下段・左より】中村　　勇　係　　（資材推進課）

　　　　　　　　太田　久志　考査役（融資課）

　　　　　　　　千石　倖輔　係　　（渉外課）

　　　　　　　　大竹　克哉　係　　（渉外課）
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南盛
雨竜地区

【左より】川田　博行　課長（雨竜支所営農課）
　　　　　佐藤　恭丞　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　藤井壽太郎　係　（雨竜資材課）
　　　　　松井　修司　課長（金融共済雨竜支所）

【左より】中村　紘大　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　主査（雨竜資材課）
　　　　　松井　修司　課長（金融共済雨竜支所）

東栄

西

【左より】渡部　翔也　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　土永　美幸　主査（雨竜資材課）
　　　　　青山　慶生　主査（金融共済雨竜支所）

【左より】川田　博行　課長（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　主査（雨竜資材課）
　　　　　青山　慶生　主査（金融共済雨竜支所）

中央

本牧

【左より】伊藤　勝成　主査（雨竜支所営農課）
　　　　　丸岡　章一　課長（雨竜資材課）
　　　　　清水　孝輝　係　（金融共済雨竜支所）

【左より】藤本　　篤　係　（雨竜支所営農課）
　　　　　丸岡　章一　課長（雨竜資材課）
　　　　　清水　孝輝　係　（金融共済雨竜支所）

北竜地区

【左より】荒田　勇次　課長（北竜支所営農課）
　　　　　山田　雅典　係　（北竜支所営農課）
　　　　　齊藤　蒼斗　係　（北竜資材課）　
　　　　　小野寺修一　課長（金融共済北竜支所）

【左より】墓田　準也　主査　（北竜支所営農課）
　　　　　阿部　龍弥　係　　（北竜資材課）
　　　　　小笠原　清　考査役（金融共済北竜支所）　

【左より】阿部　孝司　主査　（北竜支所営農課）
　　　　　武田　裕二　課長　（北竜資材課）
　　　　　小笠原　清　考査役（金融共済北竜支所）　　　　　

【左より】尾崎　　壮　係　（北竜支所営農課）
　　　　　古木　亮裕　主査（金融共済北竜支所）

南幌
幌加内地区

【左より】岩本貴誉恵　主査　（幌加内支所営農課）
　　　　　前野　尚弘　課長　（幌加内資材課）
　　　　　渡辺　拓也　課長　（金融共済幌加内支所）

【左より】前田真作之　課長　（幌加内支所営農課）
　　　　　嶺岸　智也　係　　（幌加内支所営農課）
　　　　　中村　　元　係　　（金融共済幌加内支所）

北友

板谷・
西川・
和

三谷・
恵竜

美葉牛・
古作

碧水・
岩村

幌中
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JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

令和 年 月

金 　

対

年対

61,958kWh 発電電力 187,936kWh
対

年対

事業部　地区担当・作物別担当
販売部農産課

秋山　眞輝　課長
そば

齋藤　直寛　主査
小豆
雑穀

佐野　雄平　主査
そば
小麦
大豆

和田　蒼士　係
てん菜
小麦
大豆

辻　　聖也　係
小麦
大豆
馬鈴薯

青果部青果課

川本　雄太　課長
青果物全般

楠木　貴博　主査
胡瓜
南瓜
アスパラ
長いも
にんにく

柏倉　隆芳　主査
北斗メロン
さやいんげん
さやえんどう
ピーマン
長ねぎ
玉ねぎ

蓑口　達矢　主査
旬菜

堀口　敦暉　係
いちご　　

ミニトマト
百合根　　

さつまいも

浅沼　昭博　主査
暑寒メロン
マダーボール
スイートコーン

果樹

荒井　悠志　係
馬鈴薯

藤川　憂也　係
ひまわりメロン
ひまわりすいか

トマト
醸造用ぶどう

北幌

【左より】小野　　斉　考査役（幌加内支所営農課）
　　　　　齋藤　悠介　係　　（金融共済幌加内支所）　

幌里

【左より】中原　　淳　主査　（幌加内支所営農課）
　　　　　宮田　大輔　係　　（幌加内資材課）
　　　　　齋藤　悠介　係　　（金融共済幌加内支所）　
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筋
肉
の
お
話

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

三
木
田
　
　
　光

筋
肉
は
筋
線
維
に
横
紋
の
あ
る
横
紋
筋
、
横
紋
の
な
い
平
滑
筋
に
分
け
ら
れ
、

さ
ら
に
横
紋
筋
は
随
意
筋
で
あ
る
骨
格
筋
と
不
随
筋
で
あ
る
心
筋
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
平
滑
筋
も
不
随
筋
で
胃
や
腸
、
血
管
の
壁
を
構
成
し
て
い
る
た
め
内
臓
筋
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
骨
格
筋
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

骨
格
筋
の
基
本
的
な
形
は
紡
錘
状
で
両
端
が
腱
と
な
っ
て
骨
に
付
着
し
ま
す
。

紡
錘
状
筋
で
は
筋
頭
も
筋
尾
も
一
つ
で
す
が
、
筋
頭
が
二
分
、
三
分
、
四
分
し
て

い
る
も
の
を
二
頭
筋
、
三
頭
筋
、
四
頭
筋
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
筋
頭
が

羽
根
状
の
羽
状
筋
、
筋
腹
が
二
分
さ
れ
て
い
る
二
腹
筋
、
多
腹
筋
、
全
身
に
は
約

４
０
０
種
類
の
筋
肉
が
あ
り
体
重
の
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
関
節
は

こ
の
筋
肉
に
よ
り
色
々
な
動
き
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
顔
面
に
あ
る
表
情
筋
は

眼
、
鼻

耳
、
口
に
あ
り
、
筋
肉
は
皮
膚
に
停
止
し
て
収
縮
す
る
こ
と
で
皮
膚
が

引
っ
張
ら
れ
て
表
情
を
作
り
ま
す
。
僧
帽
筋
は
背
中
に
あ
る
菱
形
の
筋
肉
で
肩
こ

り
の
筋
肉
と
し
て
有
名
で
す
。
肩
甲
骨
を
動
か
す
と
肩
こ
り
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

回
旋
筋
腱
板
を
形
成
す
る
棘
上
筋
、
棘
下
筋
、
肩
甲
下
筋
、
小
円
筋
は
肩
関
節
の

安
定
に
働
き
、
挙
上
、
外
転
時
に
働
き
ま
す
。
五
十
肩
の
原
因
と
し
て
重
要
で
す
。

腰
痛
で
大
切
な
腹
筋
と
は
腹
直
筋
、
内
、
外
腹
斜
筋
、
腹
横
筋
が
重
要
で
す
。

腹
筋
を
鍛
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
腹
圧
を
掛
け
る
た
め
に
は
意
識
し
て
腹
筋

を
収
縮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
殿
筋
、
中
殿
筋
は
股
関
節
の
伸
展
、
外
転
に
働
き
骨
盤
を
安
定
化
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
大
腿
四
頭
筋
は
大
腿
前
面
に
あ
る
身
体
で
最
大
の
体
積
の
筋
肉
で

す
。
膝
伸
展
の
筋
力
で
ス
ポ
ー
ツ
の
ジ
ャ
ン
プ
、
走
行
に
大
変
重
要
で
す
。
下
腿

三
頭
筋
は
表
層
に
腓
腹
筋
、
深
部
に
ヒ
ラ
メ
筋
か
ら
な
り
ア
キ
レ
ス
腱
を
形
成
し

踵
骨
に
付
く
重
要
な
筋
肉
で
す
。
肉
ば
な
れ
、
足
の
つ
る
筋
肉
と
し
て
有
名
で
す
。

運
動
に
よ
る
筋
肉
痛
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や
温
浴
で
血
行
を
改
善
、
休
養
を
取
り
、
鎮

痛
剤
、
湿
布
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

有
痛
性
筋
痙
攣
（
こ
む
ら
返
り
）
は
健
常
者
で
も
起
こ
る
も
の
で
す
が
高
齢
者

に
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。
脱
水
、
血
流
不
良
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
、
糖
尿
病
や
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
に
よ
る
運
動
神
経
障
害
な
ど
の
病
気
で
も
起
こ
り
ま
す
。
予
防
と

し
て
は
ス
ト
レ
ッ
チ
、
水
分
補
給
、
入
浴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
内

服
薬
で
鎮
痛
剤
、
抗
け
い
れ
ん
薬
、
筋
弛
緩
剤
、
芍
薬
甘
草
湯
、
マ
グ
ネ
シ
ュ

ム
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

肉
離
れ
は
筋
挫
傷
と
も
呼
ば
れ
急
に
無
理
な
動
作
を
し
た
と
き
に
発
生
す
る
筋

膜
や
筋
線
維
の
損
傷
・
断
裂
を
意
味
し
ま
す
。
急
な
ダ
ッ
シ
ュ
や
ス
ト
ッ
プ
、
ジ
ャ

ン
プ
か
ら
の
着
地
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
症
し
ま
す
。
筋
肉
疲
労
の
蓄
積
、
加

齢
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
不
足
な
ど
は
肉
離
れ
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
肉
離

れ
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
整
形
外
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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14,800円
14,800円
0円
-

８月７日（水）
８月８日（木）
８月９日（金）

ＪＡきたそらち　本所（営農センター）
ＪＡきたそらち　雨竜支所
ＪＡきたそらち　北竜支所

深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
雨竜町字満寿３０番地１９３
北竜町字和３６番地３

深川市
雨竜町
北竜町

18,150円
20,560円
18,150円

14,800円
14,800円
０円
-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

2,150円

14,800円
282円
282円
-

●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●令和6年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。
●新型コロナウイルス感染防止対策として受付時間と人数を指定させていただきます。
　待合スペースの密集状態防止措置のため、ご希望時間に添えない場合がございますが何卒ご理解の程お願いいたします。

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本的な項目

国保市・町

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

14,800円
0円
0円
0円
-

14,800円
0円
０円
0円
-

29歳以下
30歳～ 34歳
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
-
0円

14,800円
5,780円
282円
282円
-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

18,150円
19,922円
18,150円

後期高齢者医療

19,800円
19,800円
19,800円

34歳以下
社保（本人） 社保（家族）

18,865円
18,865円
18,865円

35歳以上
19,800円
19,800円
19,800円

39歳以下
18,150円
19,922円
18,150円

40歳以上

特定健診、がん検診
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は19,800円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。

14,800円
14,800円
6,000円

-

14,800円
14,800円
6,000円

-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

13,150円

14,800円
282円
282円
-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。
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ＪＡへの就職希望者１００%就職ＪＡへの就職希望者１００%就職
令和7年度第１回学生募集令和7年度第１回学生募集

支援募金総額（全国合計）　250,590,768円支援募金総額（全国合計）　250,590,768円

（令和5年度実績）（令和5年度実績）

●定員40名 ●男女共学 ●１カ年 ●寮完備（個室） ●通学制開始
●受験資格：満27歳未満（令和6年４月１日現在）/
　　　　　　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：９月21日（土） ●願書受付：７月12日（金）～８月30日（金）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中

●定員40名 ●男女共学 ●１カ年 ●寮完備（個室） ●通学制開始
●受験資格：満27歳未満（令和6年４月１日現在）/
　　　　　　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：９月21日（土） ●願書受付：７月12日（金）～８月30日（金）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中
ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

お問合せ
資料請求
お問合せ
資料請求

令和7年度より　通学制開始令和7年度より　通学制開始

　令和6年1月1日に能登半島沖を震源とする地震とその余震・津波により、石川県能登地方を始め

広範囲にわたり建物の倒壊、火災、土砂災害等が発生し、JA組合員・職員を含め被災地では多くの

死傷者が発生しました。

JAグループでは、JA組合員、役職員、青年・女性組織を対象に支援募金活動に取り組み、今般下

記のとおり募金を行いましたので、ご報告を致しますとともに、ご協力いただきました皆様に心より

お礼申し上げます。

　お寄せいただきました支援金は、JA北海道中央会を通じて、全国のJAグループ募金と併せて、被

災地へ贈呈しております。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）



●
未
来
フ
ァ
ー
ム
の
体
制
は
、

Ｊ
Ａ
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

出
向
や
兼
務
も
今
後
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

●
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
農
協
と

し
て
も
出
来
る
限
り
支
援
・

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
令
和
５
年
度
決
算
手
当
は

支
給
し
て
い
る
の
か
。

●
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
、

夏
期
手
当
１
・
５
ヵ
月
・
年

末
手
当
２
・
０
ヵ
月
に
加
え
、

期
末
に
０
・
５
ヵ
月
の
決
算

手
当
を
支
給
し
ま
し
た
。

●
55
歳
に
な
る
と
賞
与
が
減

額
に
な
る
理
由
を
教
え
て
ほ

し
い
。

●
現
状
一
般
職
員
の
30
％
相

当
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
当
時
は
55
歳
で
役
職
定

年
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
支

給
が
無
か
っ
た
が
数
年
前
か

ら
支
給
し
て
い
る
。
現
状
、

実
態
と
見
合
っ
て
い
な
い
の

で
第
８
次
の
計
画
時
に
は
改

定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
定
年
の
延
長
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
管
内
の
農
協
で
は
実
施
し

て
い
る
所
は
な
く
、
ま
た
道

内
に
つ
い
て
も
数
件
の
実
施

と
伺
っ
て
い
る
。
連
合
会
に

つ
い
て
は
定
年
年
齢
を
延
長

す
る
予
定
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
当
農
協
で
は
再
雇
用

制
度
が
あ
り
、
雇
用
条
件
な

ど
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
お
茶
出
し
に
つ
い
て
女
性

職
員
が
お
茶
を
持
っ
て
き
て

く
れ
て
い
る
が
、
短
時
間
な

ら
そ
の
時
の
担
当
職
員
が
お

茶
を
出
す
か
組
合
員
が
セ
ル

フ
で
汲
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
た
ら
良
い
の
で
は

な
い
か
。

●
貴
重
な
ご
意
見
の
た
め
検

討
致
し
ま
す
。

●
Ｒ
６
年
計
画
の
人
件
費
が

減
少
し
て
い
る
が
賞
与
等
を

配
慮
し
た
う
え
で
減
少
し
て

い
る
の
か
。

●
Ｒ
５
年
で
は
決
算
手
当
を

支
給
致
し
ま
し
た
が
、Ｒ
６

年
の
計
画
で
は
見
込
ん
で
お

ら
ず
人
件
費
が
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
若
手
職
員
の
給
料
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

●
Ｒ
５
年
で
は
若
手
職
員
の

給
料
が
上
が
る
よ
う
に
調
整

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
検

討
致
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
事
業
に
関
す
る
独
占

禁
止
法
の
講
習
会
を
２
年
前

か
ら
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
年
も
２
月
９
日
か
ら
北
海

道
を
皮
切
り
に
講
習
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
当
Ｊ
Ａ
で

は
何
名
の
方
が
聴
講
し
て
い

る
の
か
。

●
人
数
ま
で
は
把
握
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
が
行
政
か
ら
の

案
内
を
受
け
、
各
部
署
よ
り

参
加
し
て
い
ま
す
。

●
金
融
共
済
事
業
再
編
方
針

（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
該
地
区
よ
り
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提
案

内
容
を
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
、
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
組
織
体
制
と
な

る
よ
う
皆
様
と
協
議
の
う
え

取
り
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
土
壌
医
検
定
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
農
業
者
や
職
員

の
方
々
に
受
験
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
推
進
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
合
格
者
に
は

費
用
の
助
成
を
お
願
い
し
た

い
。（
要
望
）

●
貴
重
な
ご
意
見
の
た
め
検

討
致
し
ま
す
。

●
土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
。
利
用
料
金
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
か
。

●
本
シ
ス
テ
ム
は
診
断
結
果

の
蓄
積
と
施
肥
設
計
支
援
を

目
的
と
し
て
お
り
、
シ
ス
テ

ム
導
入
に
係
る
生
産
者
個
々

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土

壌
診
断
に
つ
い
て
は
助
成
金

等
で
費
用
は
変
動
す
る
も
の

の
、
現
在
当
Ｊ
Ａ
の
一
般
分

析
は
１
点
千
円
と
な
り
ま
す
。

●
農
業
新
聞
記
事
の
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
燃
料
に
つ
い
て
幌

加
内
だ
け
で
行
う
の
か
、
農

協
と
し
て
の
考
え
は
？

●
現
在
は
幌
加
内
町
が
事
業

主
体
と
な
り
農
協
も
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
事
業
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
国
も
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
を
推
進
し
て
い
く
方

針
で
あ
り
ま
す
の
で
、
農
協

全
体
と
し
て
も
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

●「
生
産
の
目
安
」
面
積
を

守
っ
て
き
て
お
り
、
主
食
用

米
を
作
り
た
い
が
作
れ
な
い

た
め
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
作
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
複
数
年
契
約
も
あ

り
今
更
減
ら
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
市
内
に
は
転
作
し

て
い
な
い
人
も
い
る
。
主
食

米
を
ど
ん
ど
ん
作
れ
と
い
う

時
に
作
ら
な
か
っ
た
自
分
も

悪
い
が
、
年
々
目
安
の
配
分

面
積
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

不
公
平
の
な
い
よ
う
に
面
積

を
配
分
し
て
ほ
し
い
。

●
目
安
の
面
積
は
、
国
↓
道

↓
再
生
協
と
い
う
流
れ
で
配

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
需
給
が

反
映
さ
れ
設
定
さ
れ
て
お
り

年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
市
内
で
は
前
年
実
績

ベ
ー
ス
を
基
準
に
配
分
し
て

い
る
も
の
の
、
近
年
目
安
を

下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る

た
め
、
主
食
用
米
面
積
を
維

持
出
来
る
よ
う
取
り
進
め
致

し
ま
す
。Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
交
付
金

メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
し
、
複
数

年
契
約
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

●
１
年
転
作
し
た
土
地
を
購

入
し
た
が
、
目
安
に
算
定
さ

れ
な
い
た
め
主
食
米
を
作
れ

な
か
っ
た
。
１
年
転
作
し
た

だ
け
で
主
食
米
が
作
れ
な
く

な
る
な
ら
、
土
地
の
価
値
も

下
が
る
。
そ
う
な
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
き
ち

ん
と
周
知
し
て
ほ
し
い
。

●
現
状
、
前
年
実
績
に
基
づ

く
配
分
と
な
っ
て
い
る
た
め

ご
理
解
願
い
た
い
。「
生
産

の
目
安
」
配
分
に
つ
い
て
は

生
産
者
に
ご
理
解
頂
け
る
よ

う
周
知
致
し
ま
す
。

●
今
回
「
そ
ら
き
ら
り
」
で

増
や
し
た
分
は
来
年
の
目
安

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

取
り
ま
と
め
の
結
果
、「
そ

ら
き
ら
り
」
の
面
積
が
「
生

産
の
目
安
」
を
オ
ー
バ
ー
し

た
ら
、
希
望
通
り
作
れ
な
く

な
る
の
か
。

●
次
年
度
に
主
食
用
米
実
績

と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
追
加
と
り
ま
と
め
に
お

い
て
農
協
全
体
で
「
生
産
の

目
安
」
未
達
分
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
は
調
整
を
さ
せ
て

頂
く
事
と
な
り
ま
す
。

●「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

に
つ
い
て
、
緑
肥
と
し
て
は

最
高
の
作
物
だ
が
、
子
実
の

受
入
先
が
な
い
。
農
協
と
し

て
の
将
来
的
な
考
え
を
聞
き

た
い
。
併
せ
て
、「
子
実
と

う
も
ろ
こ
し
」
は
、
水
田
で

作
れ
ば
水
活
の
交
付
金
が
あ

る
が
、
畑
で
作
る
と
品
代
だ

け
し
か
な
く
採
算
が
合
わ
な

い
。
数
量
払
も
あ
れ
ば
作
り

や
す
く
な
る
の
で
要
望
し
て

ほ
し
い
。

●
管
内
水
田
に
お
い
て
実
証

試
験
を
２
年
間
行
っ
て
お
り
、

作
業
に
つ
い
て
は
個
別
対
応

頂
い
て
お
り
ま
す
。
販
売
先

の
確
保
は
可
能
。
数
量
払
に

つ
い
て
は
制
度
的
に
難
し
い

と
い
う
事
を
聞
い
て
い
る
。

全
道
的
に
も
面
積
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
で
何
ら
か
の
支

援
対
象
と
な
る
よ
う
要
請
を

し
て
い
き
た
い
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
り
組

ん
だ
場
合
、
農
協
で
は
ど
れ

く
ら
い
の
単
価
で
精
算
と
な

る
か
。

●
正
式
な
の
も
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
、
後
日
説
明

会
等
で
お
示
し
致
し
た
い
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
実
施
し

た
米
に
対
し
て
環
境
負
荷
低

減
米
な
ど
買
取
価
格
を
提
示

し
販
売
し
て
い
る
と
こ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
で
は
ど
の
よ
う
に

な
る
予
定
か
。

●
現
時
点
で
詳
細
は
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
環
境
負
荷

低
減
の
取
組
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
等

に
取
り
組
み
さ
れ
て
い
る
事

例
も
あ
る
た
め
、
今
後
検
討

し
ま
す
。

●
中
干
し
期
間
延
長
に
よ
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
実
施
日
数
は
６
月

の
幼
穂
形
成
期
前
と
７
月
の

出
穂
前
の
中
干
し
期
間
を
合

わ
せ
て
７
日
間
と
い
う
認
識

で
よ
ろ
し
い
か
？

●
生
産
者
毎
に
直
近
２
か
年

以
上
の
実
施
日
数
の
平
均
に

加
え
、
連
続
７
日
間
以
上
延

長
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
時
期
は
６
月
か
ら
７
月

の
出
穂
期
前
ま
で
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
栽
培

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
は
、
中
止
す
る
こ
と
も
可

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
何
な
の
か
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
稲
わ
ら

排
出
・
す
き
込
み
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
何
が
関
係
あ
る
の
か
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
社
と
は

ど
う
い
う
つ
な
が
り
で
、
こ

れ
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る

と
こ
ろ
な
の
か
。

●
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
６
年
３
月
11
日
〜
3
月
14
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
関
係

金
融
共
済
関
係

に
よ
り
集
荷
時
期
の
平
準
化

を
図
り
調
整
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
品
種
に
よ
り
収

穫
時
期
に
あ
ま
り
差
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
播
種
時
期
を

ず
ら
す
な
ど
検
討
し
、
従
来

通
り
出
荷
出
来
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

●
過
去
は
地
域
的
に
収
穫
時

期
の
差
が
あ
り
自
然
に
分
散

し
て
い
ま
し
た
が
、
作
付
面

積
拡
大
に
よ
り
分
散
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
た
の
が
現
状
で

す
。
品
種
に
よ
っ
て
収
穫
時

期
に
差
が
な
い
た
め
、
品
種

分
散
に
よ
り
劇
的
に
改
善
さ

れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
早
期
に
収
穫
で
き

る
地
域
は
取
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
詳

細
は
小
麦
生
産
出
荷
協
議
会

に
お
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●「
高
タ
ン
パ
ク
米
８
次
仕

分
け
の
撤
廃
と
品
位
格
差
の

見
直
し
」に「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
入
っ
て
い
な
い
。
生
産
者

と
し
て
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
基
準
外
で
あ
る
と
価
格
が

安
く
な
る
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
タ
ン
パ
ク
基
準
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
作
付
け
が
減
っ

て
い
く
と
思
う
が
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
基
準

外
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
業

者
に
流
れ
た
と
聞
い
て
お
り
、

価
格
差
の
対
策
を
打
た
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
産
に
お
い
て
は
、
基

準
内
と
高
タ
ン
パ
ク
の
価
格

差
は
相
当
圧
縮
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
為
に
は
、
基
準
は
こ

の
ま
ま
維
持
し
、
基
準
外
に

つ
い
て
は
価
格
差
を
圧
縮
で

き
る
よ
う
販
売
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
本
件
に
つ

い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議

会
で
都
度
論
議
さ
れ
て
お
り
、

今
後
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議
会

を
通
じ
、
空
知
、
全
道
へ
生

産
者
の
声
を
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
産
「
そ
ば
」
が

不
作
だ
っ
た
が
、
令
和
６
年

産
の
種
子
供
給
は
可
能
か
。

ま
た
、
種
子
法
に
則
っ
た
種

子
で
あ
る
か
伺
い
た
い
。

●
種
子
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
で

確
保
し
て
い
ま
す
が
、
採
種

圃
産
種
子
と
転
用
種
子
と

な
っ
て
い
ま
す
。
採
種
圃
産

種
子
は
採
種
圃
を
設
置
・
栽

培
し
て
お
り
数
量
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
補

う
為
に
転
用
種
子
を
用
い
ま

す
。
制
度
的
に
も
採
種
圃
産

で
な
け
れ
ば
種
子
と
し
て
取

り
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、Ｊ
Ａ
と
し
て
は
転

用
種
子
も
含
め
確
保
し
て
い

ま
す
。

●
昨
年
末
に
令
和
３
年
産
も

ち
米
の
精
算
金
が
入
っ
て
き

た
の
は
あ
り
が
た
い
が
、
そ

れ
に
伴
い
ホ
ク
レ
ン
共
計
経

費
が
精
算
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
比
較
的
金
額
の
大
き
い

共
計
経
費
が
後
に
精
算
さ
れ

る
と
収
入
に
見
合
う
だ
け
の

経
費
負
担
が
な
く
収
支
不
均

衡
と
な
り
、
節
税
効
果
も
薄

れ
る
。
年
末
調
整
は
12
月
15

日
前
後
に
行
う
の
で
、
早
期

に
収
入
見
込
み
金
額
の
知
ら

せ
を
頂
き
た
い
の
と
、
令
和

３
年
産
も
ち
米
精
算
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

●
令
和
３
年
産
も
ち
米
精
算

は
昨
年
12
月
に
追
加
概
算
金

と
い
う
こ
と
で
、
最
終
精
算

を
見
据
え
て
概
算
金
を
支
払

い
ま
し
た
。
よ
っ
て
最
終
精

算
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
最
終
精
算
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

共
計
経
費
と
同
額
の
収
入
を

精
算
し
ま
す
。
最
終
精
算
で

収
入
支
出
差
し
引
き
ゼ
ロ
を

見
込
み
、
最
大
限
概
算
金
支

払
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
計
精
算
の
関
係
で
す
が
、

２
・
３
年
産
の
う
る
ち
米
・

も
ち
米
共
に
販
売
に
苦
戦
し

た
こ
と
か
ら
、
通
常
で
あ
れ

ば
在
庫
が
無
く
な
る
１
年
後

に
は
最
終
精
算
を
行
う
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
、
う
る
ち

米
の
最
終
精
算
書
が
出
来
上

が
っ
た
の
は
出
来
秋
の
真
っ

最
中
で
、
昨
年
10
月
か
ら
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
関
係
も

あ
り
、
出
来
秋
に
精
算
す
る

と
混
乱
を
招
く
こ
と
も
予
想

さ
れ
、
昨
年
12
月
に
過
年
産

精
算
を
行
っ
た
経
過
に
あ
り

ま
す
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
も

明
け
、
２
・
３
年
産
の
様
に

最
終
精
算
が
遅
れ
る
こ
と
は

無
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
精
算
出

来
る
よ
う
取
り
進
め
し
ま
す
。

●
細
か
い
数
字
ま
で
は
求
め

な
い
が
、
凡
そ
の
収
入
金
額

の
見
通
し
が
立
っ
た
時
点
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
と
大
変
助

か
る
。（
要
望
）

●
剰
余
金
出
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
営
農

年
度
内
の
期
中
割
り
戻
し
を

増
や
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

●
内
部
で
検
討
致
し
ま
す
。

●
給
油
所
の
ピ
ッ
ト
作
業
廃

止
に
つ
い
て
、
廃
油
や
エ
レ

メ
ン
ト
の
回
収
も
中
島
自
動

車
、
カ
ー
フ
ォ
ル
ト
ミ
ュ
ー

に
作
業
対
応
し
て
も
ら
う
の

か
。

●
詳
細
は
今
後
協
議
し
て
報

告
致
し
ま
す
。

●
給
油
所
に
つ
い
て
休
み
が

多
い
が
、
農
繁
期
の
対
応
は
。

●
繁
忙
期
に
つ
い
て
は
従
来

通
り
春
と
秋
、
加
え
て
イ
ベ

ン
ト
に
も
対
応
致
し
ま
す
。

【
意
見
】
要
望
し
て
い
た
農

作
業
安
全
講
習
会
を
農
協
で

開
催
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
若
い
方
も
多
く

沢
山
の
参
加
者
が
い
て
と
て

も
驚
い
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
講
習
会
を
継
続
し
て
開

催
し
て
頂
き
た
い
。

は
Ｃ
Ｏ
２
等
の
排
出
削
減
量

や
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
国
が
認
証
す
る
制

度
」
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
１
つ
に
「
水
稲
栽
培

に
よ
る
中
干
し
期
間
の
延

長
」
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
関
係
で

す
が
、
稲
わ
ら
の
搬
出
や
秋

す
き
込
み
を
し
た
場
合
、
春

す
き
込
み
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス

の
発
生
が
少
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
全
道
の
ブ
ラ
ン
ド
協

議
会
に
お
い
て
取
組
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ボ
ン
社
は
こ
れ
ら
申
請

の
取
り
ま
と
め
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
等
を
担
う
企
業
で

す
。
現
段
階
で
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
単
価
や
手
数
料
等

は
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
情
報
が
入
り
次
第
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
農
業
者
が
安
定
し
て
経
営

で
き
る
よ
う
な
米
の
価
格
を

維
持
し
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●
小
麦
の
施
設
受
入
に
つ
い

て
、「
き
た
ほ
な
み
」
と
「
ゆ

め
ち
か
ら
」
の
品
種
組
合
せ

販
売
関
係

●
Ｊ
Ａ
決
算
で
目
的
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
施
設
部
門
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
施
設
積
立
金
の
取

崩
基
準
に
従
っ
て
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
４
月
の
機
構
改

革
で
担
い
手
支
援
室
を
無
く

し
た
経
緯
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番

の
要
因
で
す
。
担
い
手
支
援

室
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
継
が
れ

る
為
巡
回
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
深
川
市
内
各
支
所
の
老
朽

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



●
未
来
フ
ァ
ー
ム
の
体
制
は
、

Ｊ
Ａ
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

出
向
や
兼
務
も
今
後
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

●
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
農
協
と

し
て
も
出
来
る
限
り
支
援
・

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
令
和
５
年
度
決
算
手
当
は

支
給
し
て
い
る
の
か
。

●
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
、

夏
期
手
当
１
・
５
ヵ
月
・
年

末
手
当
２
・
０
ヵ
月
に
加
え
、

期
末
に
０
・
５
ヵ
月
の
決
算

手
当
を
支
給
し
ま
し
た
。

●
55
歳
に
な
る
と
賞
与
が
減

額
に
な
る
理
由
を
教
え
て
ほ

し
い
。

●
現
状
一
般
職
員
の
30
％
相

当
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
当
時
は
55
歳
で
役
職
定

年
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
支

給
が
無
か
っ
た
が
数
年
前
か

ら
支
給
し
て
い
る
。
現
状
、

実
態
と
見
合
っ
て
い
な
い
の

で
第
８
次
の
計
画
時
に
は
改

定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
定
年
の
延
長
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
管
内
の
農
協
で
は
実
施
し

て
い
る
所
は
な
く
、
ま
た
道

内
に
つ
い
て
も
数
件
の
実
施

と
伺
っ
て
い
る
。
連
合
会
に

つ
い
て
は
定
年
年
齢
を
延
長

す
る
予
定
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
当
農
協
で
は
再
雇
用

制
度
が
あ
り
、
雇
用
条
件
な

ど
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
お
茶
出
し
に
つ
い
て
女
性

職
員
が
お
茶
を
持
っ
て
き
て

く
れ
て
い
る
が
、
短
時
間
な

ら
そ
の
時
の
担
当
職
員
が
お

茶
を
出
す
か
組
合
員
が
セ
ル

フ
で
汲
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
た
ら
良
い
の
で
は

な
い
か
。

●
貴
重
な
ご
意
見
の
た
め
検

討
致
し
ま
す
。

●
Ｒ
６
年
計
画
の
人
件
費
が

減
少
し
て
い
る
が
賞
与
等
を

配
慮
し
た
う
え
で
減
少
し
て

い
る
の
か
。

●
Ｒ
５
年
で
は
決
算
手
当
を

支
給
致
し
ま
し
た
が
、Ｒ
６

年
の
計
画
で
は
見
込
ん
で
お

ら
ず
人
件
費
が
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
若
手
職
員
の
給
料
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

●
Ｒ
５
年
で
は
若
手
職
員
の

給
料
が
上
が
る
よ
う
に
調
整

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
検

討
致
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
事
業
に
関
す
る
独
占

禁
止
法
の
講
習
会
を
２
年
前

か
ら
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
年
も
２
月
９
日
か
ら
北
海

道
を
皮
切
り
に
講
習
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
当
Ｊ
Ａ
で

は
何
名
の
方
が
聴
講
し
て
い

る
の
か
。

●
人
数
ま
で
は
把
握
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
が
行
政
か
ら
の

案
内
を
受
け
、
各
部
署
よ
り

参
加
し
て
い
ま
す
。

●
金
融
共
済
事
業
再
編
方
針

（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
該
地
区
よ
り
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提
案

内
容
を
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
、
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
組
織
体
制
と
な

る
よ
う
皆
様
と
協
議
の
う
え

取
り
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
土
壌
医
検
定
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
農
業
者
や
職
員

の
方
々
に
受
験
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
推
進
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
合
格
者
に
は

費
用
の
助
成
を
お
願
い
し
た

い
。（
要
望
）

●
貴
重
な
ご
意
見
の
た
め
検

討
致
し
ま
す
。

●
土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
。
利
用
料
金
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
か
。

●
本
シ
ス
テ
ム
は
診
断
結
果

の
蓄
積
と
施
肥
設
計
支
援
を

目
的
と
し
て
お
り
、
シ
ス
テ

ム
導
入
に
係
る
生
産
者
個
々

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土

壌
診
断
に
つ
い
て
は
助
成
金

等
で
費
用
は
変
動
す
る
も
の

の
、
現
在
当
Ｊ
Ａ
の
一
般
分

析
は
１
点
千
円
と
な
り
ま
す
。

●
農
業
新
聞
記
事
の
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
燃
料
に
つ
い
て
幌

加
内
だ
け
で
行
う
の
か
、
農

協
と
し
て
の
考
え
は
？

●
現
在
は
幌
加
内
町
が
事
業

主
体
と
な
り
農
協
も
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
事
業
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
国
も
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
を
推
進
し
て
い
く
方

針
で
あ
り
ま
す
の
で
、
農
協

全
体
と
し
て
も
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

●「
生
産
の
目
安
」
面
積
を

守
っ
て
き
て
お
り
、
主
食
用

米
を
作
り
た
い
が
作
れ
な
い

た
め
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
作
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
複
数
年
契
約
も
あ

り
今
更
減
ら
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
市
内
に
は
転
作
し

て
い
な
い
人
も
い
る
。
主
食

米
を
ど
ん
ど
ん
作
れ
と
い
う

時
に
作
ら
な
か
っ
た
自
分
も

悪
い
が
、
年
々
目
安
の
配
分

面
積
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

不
公
平
の
な
い
よ
う
に
面
積

を
配
分
し
て
ほ
し
い
。

●
目
安
の
面
積
は
、
国
↓
道

↓
再
生
協
と
い
う
流
れ
で
配

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
需
給
が

反
映
さ
れ
設
定
さ
れ
て
お
り

年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
市
内
で
は
前
年
実
績

ベ
ー
ス
を
基
準
に
配
分
し
て

い
る
も
の
の
、
近
年
目
安
を

下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る

た
め
、
主
食
用
米
面
積
を
維

持
出
来
る
よ
う
取
り
進
め
致

し
ま
す
。Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
交
付
金

メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
し
、
複
数

年
契
約
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

●
１
年
転
作
し
た
土
地
を
購

入
し
た
が
、
目
安
に
算
定
さ

れ
な
い
た
め
主
食
米
を
作
れ

な
か
っ
た
。
１
年
転
作
し
た

だ
け
で
主
食
米
が
作
れ
な
く

な
る
な
ら
、
土
地
の
価
値
も

下
が
る
。
そ
う
な
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
き
ち

ん
と
周
知
し
て
ほ
し
い
。

●
現
状
、
前
年
実
績
に
基
づ

く
配
分
と
な
っ
て
い
る
た
め

ご
理
解
願
い
た
い
。「
生
産

の
目
安
」
配
分
に
つ
い
て
は

生
産
者
に
ご
理
解
頂
け
る
よ

う
周
知
致
し
ま
す
。

●
今
回
「
そ
ら
き
ら
り
」
で

増
や
し
た
分
は
来
年
の
目
安

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

取
り
ま
と
め
の
結
果
、「
そ

ら
き
ら
り
」
の
面
積
が
「
生

産
の
目
安
」
を
オ
ー
バ
ー
し

た
ら
、
希
望
通
り
作
れ
な
く

な
る
の
か
。

●
次
年
度
に
主
食
用
米
実
績

と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
追
加
と
り
ま
と
め
に
お

い
て
農
協
全
体
で
「
生
産
の

目
安
」
未
達
分
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
は
調
整
を
さ
せ
て

頂
く
事
と
な
り
ま
す
。

●「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

に
つ
い
て
、
緑
肥
と
し
て
は

最
高
の
作
物
だ
が
、
子
実
の

受
入
先
が
な
い
。
農
協
と
し

て
の
将
来
的
な
考
え
を
聞
き

た
い
。
併
せ
て
、「
子
実
と

う
も
ろ
こ
し
」
は
、
水
田
で

作
れ
ば
水
活
の
交
付
金
が
あ

る
が
、
畑
で
作
る
と
品
代
だ

け
し
か
な
く
採
算
が
合
わ
な

い
。
数
量
払
も
あ
れ
ば
作
り

や
す
く
な
る
の
で
要
望
し
て

ほ
し
い
。

●
管
内
水
田
に
お
い
て
実
証

試
験
を
２
年
間
行
っ
て
お
り
、

作
業
に
つ
い
て
は
個
別
対
応

頂
い
て
お
り
ま
す
。
販
売
先

の
確
保
は
可
能
。
数
量
払
に

つ
い
て
は
制
度
的
に
難
し
い

と
い
う
事
を
聞
い
て
い
る
。

全
道
的
に
も
面
積
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
で
何
ら
か
の
支

援
対
象
と
な
る
よ
う
要
請
を

し
て
い
き
た
い
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
り
組

ん
だ
場
合
、
農
協
で
は
ど
れ

く
ら
い
の
単
価
で
精
算
と
な

る
か
。

●
正
式
な
の
も
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
、
後
日
説
明

会
等
で
お
示
し
致
し
た
い
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
実
施
し

た
米
に
対
し
て
環
境
負
荷
低

減
米
な
ど
買
取
価
格
を
提
示

し
販
売
し
て
い
る
と
こ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
で
は
ど
の
よ
う
に

な
る
予
定
か
。

●
現
時
点
で
詳
細
は
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
環
境
負
荷

低
減
の
取
組
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
等

に
取
り
組
み
さ
れ
て
い
る
事

例
も
あ
る
た
め
、
今
後
検
討

し
ま
す
。

●
中
干
し
期
間
延
長
に
よ
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
実
施
日
数
は
６
月

の
幼
穂
形
成
期
前
と
７
月
の

出
穂
前
の
中
干
し
期
間
を
合

わ
せ
て
７
日
間
と
い
う
認
識

で
よ
ろ
し
い
か
？

●
生
産
者
毎
に
直
近
２
か
年

以
上
の
実
施
日
数
の
平
均
に

加
え
、
連
続
７
日
間
以
上
延

長
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
時
期
は
６
月
か
ら
７
月

の
出
穂
期
前
ま
で
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
栽
培

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
は
、
中
止
す
る
こ
と
も
可

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
何
な
の
か
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
稲
わ
ら

排
出
・
す
き
込
み
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
何
が
関
係
あ
る
の
か
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
社
と
は

ど
う
い
う
つ
な
が
り
で
、
こ

れ
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る

と
こ
ろ
な
の
か
。

●
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
６
年
３
月
11
日
〜
3
月
14
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
関
係

金
融
共
済
関
係

に
よ
り
集
荷
時
期
の
平
準
化

を
図
り
調
整
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
品
種
に
よ
り
収

穫
時
期
に
あ
ま
り
差
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
播
種
時
期
を

ず
ら
す
な
ど
検
討
し
、
従
来

通
り
出
荷
出
来
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

●
過
去
は
地
域
的
に
収
穫
時

期
の
差
が
あ
り
自
然
に
分
散

し
て
い
ま
し
た
が
、
作
付
面

積
拡
大
に
よ
り
分
散
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
た
の
が
現
状
で

す
。
品
種
に
よ
っ
て
収
穫
時

期
に
差
が
な
い
た
め
、
品
種

分
散
に
よ
り
劇
的
に
改
善
さ

れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
早
期
に
収
穫
で
き

る
地
域
は
取
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
詳

細
は
小
麦
生
産
出
荷
協
議
会

に
お
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●「
高
タ
ン
パ
ク
米
８
次
仕

分
け
の
撤
廃
と
品
位
格
差
の

見
直
し
」に「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
入
っ
て
い
な
い
。
生
産
者

と
し
て
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
基
準
外
で
あ
る
と
価
格
が

安
く
な
る
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
タ
ン
パ
ク
基
準
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
作
付
け
が
減
っ

て
い
く
と
思
う
が
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
基
準

外
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
業

者
に
流
れ
た
と
聞
い
て
お
り
、

価
格
差
の
対
策
を
打
た
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
産
に
お
い
て
は
、
基

準
内
と
高
タ
ン
パ
ク
の
価
格

差
は
相
当
圧
縮
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
為
に
は
、
基
準
は
こ

の
ま
ま
維
持
し
、
基
準
外
に

つ
い
て
は
価
格
差
を
圧
縮
で

き
る
よ
う
販
売
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
本
件
に
つ

い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議

会
で
都
度
論
議
さ
れ
て
お
り
、

今
後
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議
会

を
通
じ
、
空
知
、
全
道
へ
生

産
者
の
声
を
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
産
「
そ
ば
」
が

不
作
だ
っ
た
が
、
令
和
６
年

産
の
種
子
供
給
は
可
能
か
。

ま
た
、
種
子
法
に
則
っ
た
種

子
で
あ
る
か
伺
い
た
い
。

●
種
子
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
で

確
保
し
て
い
ま
す
が
、
採
種

圃
産
種
子
と
転
用
種
子
と

な
っ
て
い
ま
す
。
採
種
圃
産

種
子
は
採
種
圃
を
設
置
・
栽

培
し
て
お
り
数
量
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
補

う
為
に
転
用
種
子
を
用
い
ま

す
。
制
度
的
に
も
採
種
圃
産

で
な
け
れ
ば
種
子
と
し
て
取

り
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、Ｊ
Ａ
と
し
て
は
転

用
種
子
も
含
め
確
保
し
て
い

ま
す
。

●
昨
年
末
に
令
和
３
年
産
も

ち
米
の
精
算
金
が
入
っ
て
き

た
の
は
あ
り
が
た
い
が
、
そ

れ
に
伴
い
ホ
ク
レ
ン
共
計
経

費
が
精
算
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
比
較
的
金
額
の
大
き
い

共
計
経
費
が
後
に
精
算
さ
れ

る
と
収
入
に
見
合
う
だ
け
の

経
費
負
担
が
な
く
収
支
不
均

衡
と
な
り
、
節
税
効
果
も
薄

れ
る
。
年
末
調
整
は
12
月
15

日
前
後
に
行
う
の
で
、
早
期

に
収
入
見
込
み
金
額
の
知
ら

せ
を
頂
き
た
い
の
と
、
令
和

３
年
産
も
ち
米
精
算
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

●
令
和
３
年
産
も
ち
米
精
算

は
昨
年
12
月
に
追
加
概
算
金

と
い
う
こ
と
で
、
最
終
精
算

を
見
据
え
て
概
算
金
を
支
払

い
ま
し
た
。
よ
っ
て
最
終
精

算
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
最
終
精
算
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

共
計
経
費
と
同
額
の
収
入
を

精
算
し
ま
す
。
最
終
精
算
で

収
入
支
出
差
し
引
き
ゼ
ロ
を

見
込
み
、
最
大
限
概
算
金
支

払
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
計
精
算
の
関
係
で
す
が
、

２
・
３
年
産
の
う
る
ち
米
・

も
ち
米
共
に
販
売
に
苦
戦
し

た
こ
と
か
ら
、
通
常
で
あ
れ

ば
在
庫
が
無
く
な
る
１
年
後

に
は
最
終
精
算
を
行
う
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
、
う
る
ち

米
の
最
終
精
算
書
が
出
来
上

が
っ
た
の
は
出
来
秋
の
真
っ

最
中
で
、
昨
年
10
月
か
ら
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
関
係
も

あ
り
、
出
来
秋
に
精
算
す
る

と
混
乱
を
招
く
こ
と
も
予
想

さ
れ
、
昨
年
12
月
に
過
年
産

精
算
を
行
っ
た
経
過
に
あ
り

ま
す
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
も

明
け
、
２
・
３
年
産
の
様
に

最
終
精
算
が
遅
れ
る
こ
と
は

無
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
精
算
出

来
る
よ
う
取
り
進
め
し
ま
す
。

●
細
か
い
数
字
ま
で
は
求
め

な
い
が
、
凡
そ
の
収
入
金
額

の
見
通
し
が
立
っ
た
時
点
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
と
大
変
助

か
る
。（
要
望
）

●
剰
余
金
出
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
営
農

年
度
内
の
期
中
割
り
戻
し
を

増
や
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

●
内
部
で
検
討
致
し
ま
す
。

●
給
油
所
の
ピ
ッ
ト
作
業
廃

止
に
つ
い
て
、
廃
油
や
エ
レ

メ
ン
ト
の
回
収
も
中
島
自
動

車
、
カ
ー
フ
ォ
ル
ト
ミ
ュ
ー

に
作
業
対
応
し
て
も
ら
う
の

か
。

●
詳
細
は
今
後
協
議
し
て
報

告
致
し
ま
す
。

●
給
油
所
に
つ
い
て
休
み
が

多
い
が
、
農
繁
期
の
対
応
は
。

●
繁
忙
期
に
つ
い
て
は
従
来

通
り
春
と
秋
、
加
え
て
イ
ベ

ン
ト
に
も
対
応
致
し
ま
す
。

【
意
見
】
要
望
し
て
い
た
農

作
業
安
全
講
習
会
を
農
協
で

開
催
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
若
い
方
も
多
く

沢
山
の
参
加
者
が
い
て
と
て

も
驚
い
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
講
習
会
を
継
続
し
て
開

催
し
て
頂
き
た
い
。

は
Ｃ
Ｏ
２
等
の
排
出
削
減
量

や
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
国
が
認
証
す
る
制

度
」
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
１
つ
に
「
水
稲
栽
培

に
よ
る
中
干
し
期
間
の
延

長
」
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
関
係
で

す
が
、
稲
わ
ら
の
搬
出
や
秋

す
き
込
み
を
し
た
場
合
、
春

す
き
込
み
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス

の
発
生
が
少
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
全
道
の
ブ
ラ
ン
ド
協

議
会
に
お
い
て
取
組
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ボ
ン
社
は
こ
れ
ら
申
請

の
取
り
ま
と
め
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
等
を
担
う
企
業
で

す
。
現
段
階
で
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
単
価
や
手
数
料
等

は
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
情
報
が
入
り
次
第
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
農
業
者
が
安
定
し
て
経
営

で
き
る
よ
う
な
米
の
価
格
を

維
持
し
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●
小
麦
の
施
設
受
入
に
つ
い

て
、「
き
た
ほ
な
み
」
と
「
ゆ

め
ち
か
ら
」
の
品
種
組
合
せ

販
売
関
係

●
Ｊ
Ａ
決
算
で
目
的
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
施
設
部
門
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
施
設
積
立
金
の
取

崩
基
準
に
従
っ
て
取
り
崩
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
４
月
の
機
構
改

革
で
担
い
手
支
援
室
を
無
く

し
た
経
緯
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番

の
要
因
で
す
。
担
い
手
支
援

室
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
継
が
れ

る
為
巡
回
は
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
深
川
市
内
各
支
所
の
老
朽

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）



●
未
来
フ
ァ
ー
ム
の
体
制
は
、

Ｊ
Ａ
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、

出
向
や
兼
務
も
今
後
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

●
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
農
協
と

し
て
も
出
来
る
限
り
支
援
・

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
令
和
５
年
度
決
算
手
当
は

支
給
し
て
い
る
の
か
。

●
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
、

夏
期
手
当
１
・
５
ヵ
月
・
年

末
手
当
２
・
０
ヵ
月
に
加
え
、

期
末
に
０
・
５
ヵ
月
の
決
算

手
当
を
支
給
し
ま
し
た
。

●
55
歳
に
な
る
と
賞
与
が
減

額
に
な
る
理
由
を
教
え
て
ほ

し
い
。

●
現
状
一
般
職
員
の
30
％
相

当
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
当
時
は
55
歳
で
役
職
定

年
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
支

給
が
無
か
っ
た
が
数
年
前
か

ら
支
給
し
て
い
る
。
現
状
、

実
態
と
見
合
っ
て
い
な
い
の

で
第
８
次
の
計
画
時
に
は
改

定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
定
年
の
延
長
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
管
内
の
農
協
で
は
実
施
し

て
い
る
所
は
な
く
、
ま
た
道

内
に
つ
い
て
も
数
件
の
実
施

と
伺
っ
て
い
る
。
連
合
会
に

つ
い
て
は
定
年
年
齢
を
延
長

す
る
予
定
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
当
農
協
で
は
再
雇
用

制
度
が
あ
り
、
雇
用
条
件
な

ど
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
お
茶
出
し
に
つ
い
て
女
性

職
員
が
お
茶
を
持
っ
て
き
て

く
れ
て
い
る
が
、
短
時
間
な

ら
そ
の
時
の
担
当
職
員
が
お

茶
を
出
す
か
組
合
員
が
セ
ル

フ
で
汲
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
た
ら
良
い
の
で
は

な
い
か
。

●
貴
重
な
ご
意
見
の
た
め
検

討
致
し
ま
す
。

●
Ｒ
６
年
計
画
の
人
件
費
が

減
少
し
て
い
る
が
賞
与
等
を

配
慮
し
た
う
え
で
減
少
し
て

い
る
の
か
。

●
Ｒ
５
年
で
は
決
算
手
当
を

支
給
致
し
ま
し
た
が
、Ｒ
６

年
の
計
画
で
は
見
込
ん
で
お

ら
ず
人
件
費
が
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
若
手
職
員
の
給
料
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

●
Ｒ
５
年
で
は
若
手
職
員
の

給
料
が
上
が
る
よ
う
に
調
整

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
検

討
致
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
事
業
に
関
す
る
独
占

禁
止
法
の
講
習
会
を
２
年
前

か
ら
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

今
年
も
２
月
９
日
か
ら
北
海

道
を
皮
切
り
に
講
習
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
当
Ｊ
Ａ
で

は
何
名
の
方
が
聴
講
し
て
い

る
の
か
。

●
人
数
ま
で
は
把
握
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
が
行
政
か
ら
の

案
内
を
受
け
、
各
部
署
よ
り

参
加
し
て
い
ま
す
。

●
金
融
共
済
事
業
再
編
方
針

（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
該
地
区
よ
り
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提
案

内
容
を
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
、
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
組
織
体
制
と
な

る
よ
う
皆
様
と
協
議
の
う
え

取
り
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
土
壌
医
検
定
に
つ
い
て
、

で
き
る
だ
け
農
業
者
や
職
員

の
方
々
に
受
験
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
推
進
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
合
格
者
に
は

費
用
の
助
成
を
お
願
い
し
た

い
。（
要
望
）

●
貴
重
な
ご
意
見
の
た
め
検

討
致
し
ま
す
。

●
土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
。
利
用
料
金
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
か
。

●
本
シ
ス
テ
ム
は
診
断
結
果

の
蓄
積
と
施
肥
設
計
支
援
を

目
的
と
し
て
お
り
、
シ
ス
テ

ム
導
入
に
係
る
生
産
者
個
々

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土

壌
診
断
に
つ
い
て
は
助
成
金

等
で
費
用
は
変
動
す
る
も
の

の
、
現
在
当
Ｊ
Ａ
の
一
般
分

析
は
１
点
千
円
と
な
り
ま
す
。

●
農
業
新
聞
記
事
の
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
燃
料
に
つ
い
て
幌

加
内
だ
け
で
行
う
の
か
、
農

協
と
し
て
の
考
え
は
？

●
現
在
は
幌
加
内
町
が
事
業

主
体
と
な
り
農
協
も
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
事
業
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
国
も
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
を
推
進
し
て
い
く
方

針
で
あ
り
ま
す
の
で
、
農
協

全
体
と
し
て
も
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

●「
生
産
の
目
安
」
面
積
を

守
っ
て
き
て
お
り
、
主
食
用

米
を
作
り
た
い
が
作
れ
な
い

た
め
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
作
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
複
数
年
契
約
も
あ

り
今
更
減
ら
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
市
内
に
は
転
作
し

て
い
な
い
人
も
い
る
。
主
食

米
を
ど
ん
ど
ん
作
れ
と
い
う

時
に
作
ら
な
か
っ
た
自
分
も

悪
い
が
、
年
々
目
安
の
配
分

面
積
が
減
っ
て
き
て
お
り
、

不
公
平
の
な
い
よ
う
に
面
積

を
配
分
し
て
ほ
し
い
。

●
目
安
の
面
積
は
、
国
↓
道

↓
再
生
協
と
い
う
流
れ
で
配

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
需
給
が

反
映
さ
れ
設
定
さ
れ
て
お
り

年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
市
内
で
は
前
年
実
績

ベ
ー
ス
を
基
準
に
配
分
し
て

い
る
も
の
の
、
近
年
目
安
を

下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る

た
め
、
主
食
用
米
面
積
を
維

持
出
来
る
よ
う
取
り
進
め
致

し
ま
す
。Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
交
付
金

メ
リ
ッ
ト
も
考
慮
し
、
複
数

年
契
約
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

●
１
年
転
作
し
た
土
地
を
購

入
し
た
が
、
目
安
に
算
定
さ

れ
な
い
た
め
主
食
米
を
作
れ

な
か
っ
た
。
１
年
転
作
し
た

だ
け
で
主
食
米
が
作
れ
な
く

な
る
な
ら
、
土
地
の
価
値
も

下
が
る
。
そ
う
な
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
き
ち

ん
と
周
知
し
て
ほ
し
い
。

●
現
状
、
前
年
実
績
に
基
づ

く
配
分
と
な
っ
て
い
る
た
め

ご
理
解
願
い
た
い
。「
生
産

の
目
安
」
配
分
に
つ
い
て
は

生
産
者
に
ご
理
解
頂
け
る
よ

う
周
知
致
し
ま
す
。

●
今
回
「
そ
ら
き
ら
り
」
で

増
や
し
た
分
は
来
年
の
目
安

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

取
り
ま
と
め
の
結
果
、「
そ

ら
き
ら
り
」
の
面
積
が
「
生

産
の
目
安
」
を
オ
ー
バ
ー
し

た
ら
、
希
望
通
り
作
れ
な
く

な
る
の
か
。

●
次
年
度
に
主
食
用
米
実
績

と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
追
加
と
り
ま
と
め
に
お

い
て
農
協
全
体
で
「
生
産
の

目
安
」
未
達
分
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
は
調
整
を
さ
せ
て

頂
く
事
と
な
り
ま
す
。

●「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

に
つ
い
て
、
緑
肥
と
し
て
は

最
高
の
作
物
だ
が
、
子
実
の

受
入
先
が
な
い
。
農
協
と
し

て
の
将
来
的
な
考
え
を
聞
き

た
い
。
併
せ
て
、「
子
実
と

う
も
ろ
こ
し
」
は
、
水
田
で

作
れ
ば
水
活
の
交
付
金
が
あ

る
が
、
畑
で
作
る
と
品
代
だ

け
し
か
な
く
採
算
が
合
わ
な

い
。
数
量
払
も
あ
れ
ば
作
り

や
す
く
な
る
の
で
要
望
し
て

ほ
し
い
。

●
管
内
水
田
に
お
い
て
実
証

試
験
を
２
年
間
行
っ
て
お
り
、

作
業
に
つ
い
て
は
個
別
対
応

頂
い
て
お
り
ま
す
。
販
売
先

の
確
保
は
可
能
。
数
量
払
に

つ
い
て
は
制
度
的
に
難
し
い

と
い
う
事
を
聞
い
て
い
る
。

全
道
的
に
も
面
積
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
で
何
ら
か
の
支

援
対
象
と
な
る
よ
う
要
請
を

し
て
い
き
た
い
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
り
組

ん
だ
場
合
、
農
協
で
は
ど
れ

く
ら
い
の
単
価
で
精
算
と
な

る
か
。

●
正
式
な
の
も
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
、
後
日
説
明

会
等
で
お
示
し
致
し
た
い
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
実
施
し

た
米
に
対
し
て
環
境
負
荷
低

減
米
な
ど
買
取
価
格
を
提
示

し
販
売
し
て
い
る
と
こ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
で
は
ど
の
よ
う
に

な
る
予
定
か
。

●
現
時
点
で
詳
細
は
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
環
境
負
荷

低
減
の
取
組
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
等

に
取
り
組
み
さ
れ
て
い
る
事

例
も
あ
る
た
め
、
今
後
検
討

し
ま
す
。

●
中
干
し
期
間
延
長
に
よ
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
実
施
日
数
は
６
月

の
幼
穂
形
成
期
前
と
７
月
の

出
穂
前
の
中
干
し
期
間
を
合

わ
せ
て
７
日
間
と
い
う
認
識

で
よ
ろ
し
い
か
？

●
生
産
者
毎
に
直
近
２
か
年

以
上
の
実
施
日
数
の
平
均
に

加
え
、
連
続
７
日
間
以
上
延

長
し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
時
期
は
６
月
か
ら
７
月

の
出
穂
期
前
ま
で
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
栽
培

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
は
、
中
止
す
る
こ
と
も
可

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
何
な
の
か
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
稲
わ
ら

排
出
・
す
き
込
み
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
何
が
関
係
あ
る
の
か
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
社
と
は

ど
う
い
う
つ
な
が
り
で
、
こ

れ
を
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る

と
こ
ろ
な
の
か
。

●
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と

に
よ
り
集
荷
時
期
の
平
準
化

を
図
り
調
整
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
品
種
に
よ
り
収

穫
時
期
に
あ
ま
り
差
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
播
種
時
期
を

ず
ら
す
な
ど
検
討
し
、
従
来

通
り
出
荷
出
来
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

●
過
去
は
地
域
的
に
収
穫
時

期
の
差
が
あ
り
自
然
に
分
散

し
て
い
ま
し
た
が
、
作
付
面

積
拡
大
に
よ
り
分
散
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
た
の
が
現
状
で

す
。
品
種
に
よ
っ
て
収
穫
時

期
に
差
が
な
い
た
め
、
品
種

分
散
に
よ
り
劇
的
に
改
善
さ

れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
早
期
に
収
穫
で
き

る
地
域
は
取
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
詳

細
は
小
麦
生
産
出
荷
協
議
会

に
お
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●「
高
タ
ン
パ
ク
米
８
次
仕

分
け
の
撤
廃
と
品
位
格
差
の

見
直
し
」に「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
入
っ
て
い
な
い
。
生
産
者

と
し
て
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
基
準
外
で
あ
る
と
価
格
が

安
く
な
る
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
タ
ン
パ
ク
基
準
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
作
付
け
が
減
っ

て
い
く
と
思
う
が
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
基
準

外
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
業

者
に
流
れ
た
と
聞
い
て
お
り
、

価
格
差
の
対
策
を
打
た
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
産
に
お
い
て
は
、
基

準
内
と
高
タ
ン
パ
ク
の
価
格

差
は
相
当
圧
縮
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

を
守
る
為
に
は
、
基
準
は
こ

の
ま
ま
維
持
し
、
基
準
外
に

つ
い
て
は
価
格
差
を
圧
縮
で

き
る
よ
う
販
売
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
本
件
に
つ

い
て
は
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議

会
で
都
度
論
議
さ
れ
て
お
り
、

今
後
ブ
ラ
ン
ド
形
成
協
議
会

を
通
じ
、
空
知
、
全
道
へ
生

産
者
の
声
を
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
産
「
そ
ば
」
が

不
作
だ
っ
た
が
、
令
和
６
年

産
の
種
子
供
給
は
可
能
か
。

ま
た
、
種
子
法
に
則
っ
た
種

子
で
あ
る
か
伺
い
た
い
。

●
種
子
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
で

確
保
し
て
い
ま
す
が
、
採
種

圃
産
種
子
と
転
用
種
子
と

な
っ
て
い
ま
す
。
採
種
圃
産

種
子
は
採
種
圃
を
設
置
・
栽

培
し
て
お
り
数
量
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
補

う
為
に
転
用
種
子
を
用
い
ま

す
。
制
度
的
に
も
採
種
圃
産

で
な
け
れ
ば
種
子
と
し
て
取

り
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、Ｊ
Ａ
と
し
て
は
転

用
種
子
も
含
め
確
保
し
て
い

ま
す
。

●
昨
年
末
に
令
和
３
年
産
も

ち
米
の
精
算
金
が
入
っ
て
き

た
の
は
あ
り
が
た
い
が
、
そ

れ
に
伴
い
ホ
ク
レ
ン
共
計
経

費
が
精
算
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
比
較
的
金
額
の
大
き
い

共
計
経
費
が
後
に
精
算
さ
れ

る
と
収
入
に
見
合
う
だ
け
の

経
費
負
担
が
な
く
収
支
不
均

衡
と
な
り
、
節
税
効
果
も
薄

れ
る
。
年
末
調
整
は
12
月
15

日
前
後
に
行
う
の
で
、
早
期

に
収
入
見
込
み
金
額
の
知
ら

せ
を
頂
き
た
い
の
と
、
令
和

３
年
産
も
ち
米
精
算
内
容
に

つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
。

●
令
和
３
年
産
も
ち
米
精
算

は
昨
年
12
月
に
追
加
概
算
金

と
い
う
こ
と
で
、
最
終
精
算

を
見
据
え
て
概
算
金
を
支
払

い
ま
し
た
。
よ
っ
て
最
終
精

算
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
最
終
精
算
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

共
計
経
費
と
同
額
の
収
入
を

精
算
し
ま
す
。
最
終
精
算
で

収
入
支
出
差
し
引
き
ゼ
ロ
を

見
込
み
、
最
大
限
概
算
金
支

払
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
計
精
算
の
関
係
で
す
が
、

２
・
３
年
産
の
う
る
ち
米
・

も
ち
米
共
に
販
売
に
苦
戦
し

た
こ
と
か
ら
、
通
常
で
あ
れ

ば
在
庫
が
無
く
な
る
１
年
後

に
は
最
終
精
算
を
行
う
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
、
う
る
ち

米
の
最
終
精
算
書
が
出
来
上

が
っ
た
の
は
出
来
秋
の
真
っ

最
中
で
、
昨
年
10
月
か
ら
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
関
係
も

あ
り
、
出
来
秋
に
精
算
す
る

と
混
乱
を
招
く
こ
と
も
予
想

さ
れ
、
昨
年
12
月
に
過
年
産

精
算
を
行
っ
た
経
過
に
あ
り

ま
す
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
も

明
け
、
２
・
３
年
産
の
様
に

最
終
精
算
が
遅
れ
る
こ
と
は

無
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
精
算
出

来
る
よ
う
取
り
進
め
し
ま
す
。

●
細
か
い
数
字
ま
で
は
求
め

な
い
が
、
凡
そ
の
収
入
金
額

の
見
通
し
が
立
っ
た
時
点
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
と
大
変
助

か
る
。（
要
望
）

●
剰
余
金
出
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
営
農

年
度
内
の
期
中
割
り
戻
し
を

増
や
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

●
内
部
で
検
討
致
し
ま
す
。

●
給
油
所
の
ピ
ッ
ト
作
業
廃

止
に
つ
い
て
、
廃
油
や
エ
レ

メ
ン
ト
の
回
収
も
中
島
自
動

車
、
カ
ー
フ
ォ
ル
ト
ミ
ュ
ー

に
作
業
対
応
し
て
も
ら
う
の

か
。

●
詳
細
は
今
後
協
議
し
て
報

告
致
し
ま
す
。

●
給
油
所
に
つ
い
て
休
み
が

多
い
が
、
農
繁
期
の
対
応
は
。

●
繁
忙
期
に
つ
い
て
は
従
来

通
り
春
と
秋
、
加
え
て
イ
ベ

ン
ト
に
も
対
応
致
し
ま
す
。

【
意
見
】
要
望
し
て
い
た
農

作
業
安
全
講
習
会
を
農
協
で

開
催
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
若
い
方
も
多
く

沢
山
の
参
加
者
が
い
て
と
て

も
驚
い
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
講
習
会
を
継
続
し
て
開

催
し
て
頂
き
た
い
。

は
Ｃ
Ｏ
２
等
の
排
出
削
減
量

や
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
国
が
認
証
す
る
制

度
」
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
１
つ
に
「
水
稲
栽
培

に
よ
る
中
干
し
期
間
の
延

長
」
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
関
係
で

す
が
、
稲
わ
ら
の
搬
出
や
秋

す
き
込
み
を
し
た
場
合
、
春

す
き
込
み
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス

の
発
生
が
少
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
全
道
の
ブ
ラ
ン
ド
協

議
会
に
お
い
て
取
組
を
推
奨

し
て
お
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ボ
ン
社
は
こ
れ
ら
申
請

の
取
り
ま
と
め
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
等
を
担
う
企
業
で

す
。
現
段
階
で
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
販
売
単
価
や
手
数
料
等

は
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
情
報
が
入
り
次
第
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
農
業
者
が
安
定
し
て
経
営

で
き
る
よ
う
な
米
の
価
格
を

維
持
し
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●
小
麦
の
施
設
受
入
に
つ
い

て
、「
き
た
ほ
な
み
」
と
「
ゆ

め
ち
か
ら
」
の
品
種
組
合
せ

経
済
関
係
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暖かくなり桜の開花

も見られました。健

康に留意し、心に

余裕を持ち、1年を

過ごせるように努め

たいと思います。

多方面の記事が載っているので

楽しく拝読しています！

４月号に寄せられたコメントを紹介！４月号に寄せられたコメントを紹介！
当広報誌のクロスワードクイズへご応募頂いた、読者の皆様の「身近な出来事」
「広報誌への感想」をご紹介致します。ご応募ありがとうございました！
当広報誌のクロスワードクイズへご応募頂いた、読者の皆様の「身近な出来事」
「広報誌への感想」をご紹介致します。ご応募ありがとうございました！

読者の感想

最近はこいのぼりを飾って

いる風景を見なくなりまし

た。少子化や環境の変化

もあると思いますが、子ど

もの日の実感が薄れてい

ます…。

我が家では今年も

春作業が始まりま

した。広報誌、色々

な活動を見ること

ができて良いです。

あっという間に広報誌4月号。つい

この前機構図を見ながら知っている

名前を探していたのに。もう一年、

年を重ねていることを感じます。

Instagramフォロワー500人突破記念！

◆応募期間 2024.5.1(水)から6.30(日)

「JAきたそらちの食と農」

受賞した５名様にＪＡきたそらちの特産品が当たる！
●組合長賞 （１名）    1万円相当の特産品詰め合わせ

●専務賞　 （１名） 7,500円相当の特産品詰め合わせ

●優秀賞　 （１名） 5,000円相当の特産品詰め合わせ

●佳作　　 （２名） 3,000円相当の特産品詰め合わせ

JAきたそらち管内１市３町（深川市・雨竜町・北竜町・幌加内町）で撮影された、「自然

・風景」「農作業の様子」「特産品を食べている様子」など当JAに関係する写真。

JAきたそらちのInstagramアカウントをフォローして、
「＃JAきたそらちフォトコン」をつけて写真を投稿するだけ♪

◆テーマ

◆賞・賞品

特産品が当たる！

ＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテストＪＡきたそらちフォトコンテスト
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金融共済部からのお知らせ
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金融共済部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらちＪＡ共済

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（21）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

五月俳句五月俳句五月俳句

4月号の正解は
「フキノトウ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　伊東　恵理　様
深 川 市　　菊入　啓輔 様
北 竜 町　　山下　領子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3
4
5

7

11

12
13

14

16
17

19

21

すりこぎで食品をすりつぶすの
に用いる鉢
その次の日、あくる日
今日の次の日
瓶やペットボトルのふた。容器を
締めるもの。
がけや岩石中に生じた奥行きの
深い穴。ほら穴。
その人に親しみと愛情を持って
いること。「○○○○なる～へ」
打ち破ること
無意識の習慣になっている動作
や言葉。「爪を噛む○○」
めん類の一種。ラーメンやそう
めんよりも太い
血のつながり。「芸術家の○○○」
何かをしてもらうために、不正に
お金や物を送ること「○○〇を
贈る」
収入よりも支出が多くなってお金
が不足すること。⇔黒字
値打ちのある金属で、非常に重
く、黄色いつやを持つもの

1

3
4
6

7
8

9

10

13
15

18
20

21
22

23

組織などの長。親分。上司。「政界
の○○」
水平・左右の方向。⇔縦
夏の次の涼しい季節
金銭を貸した報酬として、一定の割
合で定期的に受け取る金銭。利子。
土や砂
アフリカの川や湖にすむ、草食の動
物。口が大きく胴が太い。
技芸・学術などが進んでうまくなる
こと。「○○○○〇が速い」
地殻を構成している岩石・地層など
の種類や性質。また、その状態。
肉体や心に感じる痛みや苦しみ
偶然出会うこと。思いがけなく会う
こと。「先輩と○○○○〇した」
戸。扉。
河川・湖沼・海などの、一定の基準
から測った水面の高さ「○○〇が高
い」
金を主成分とする貨幣
全体が同じ色で、模様がないこと「○
○のカーテン」
屋根などにおおわれていない所「○
○○風呂」

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切6月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和６年8月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
桜
の
絵
の
皿
に
和
菓
子
や
開
花
待
つ
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
畔
青
む
空
で
鴉
が
恋
ダ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
待
ち
わ
び
て
土
の
黒
さ
よ
霞
立
つ
　
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
花
の
道
く
ぐ
り
て
行
き
ぬ
寿
参
り
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
春
昼
の
授
業
は
夢
の
入
り
口
に
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
春
セ
ー
タ
ー
腕
ま
く
り
し
て
今
朝
の
家
事
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会

北
竜
支
部

　
聖
五
月
昭
和
メ
ロ
デ
ィ
ー
生
き
生
き
と
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
麦
青
み
影
立
ち
上
が
る
開
拓
碑
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
薫
風
や
小
倉
百
首
も
廃
棄
せ
り
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
ナ
イ
タ
ー
の
延
長
戦
や
蛙
鳴
く
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
ふ
ら
こ
こ
の
高
き
低
き
の
親
子
か
な
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
消
滅
の
町
に
も
桜
咲
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
人
の
世
も
三
温
四
温
く
ぐ
り
抜
け
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
蒲
公
英
や
売
地
看
板
た
だ
そ
こ
に
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
潮
風
に
海
猫
の
こ
ゑ
ふ
る
番
屋
あ
と
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
万
愚
節
長
子
の
齢
手
で
折
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
救
世
観
音
緑
に
立
ち
て
人
を
守
り
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
丸
山
の
四
十
八
か
所
風
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
韓
流
の
銀
幕
下
り
て
星
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
ブ
ラ
ン
コ
や
子
ら
待
っ
て
い
る
日
曜
日
　
　
　
滝
口
富
美
子

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
た
だ
た
だ
家
で
膝
治
療
　
菅
原
　
優
子

　
遠
足
の
リ
ュ
ッ
ク
の
軽
き
帰
り
道
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
つ
ば
く
ら
め
軒
先
探
す
能
登
の
空
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
園
児
ら
の
響
く
歌
声
山
み
ど
り
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子
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１．関係団体等諸会議について
２．監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．JAきたそらち災害対策組織図及び緊急時連絡先
について

６．JAバンク基本方針に基づくJA財務モニタリング
の報告について

７．固定資産の取得・修繕について
８．職員の人事及び業務事故について
９．特任理事の執務に関する申し合わせ
10．貸出金の貸付報告について
11．令和６年度　JAバンク経営戦略シートの策定に
ついて

12．令和６年度　共済一斉推進日程について

13．令和６年産米の「生産の目安」の取組状況につ
いて

14．A-ERW開発プロジェクトに係る農地散布試験
について

15．令和５年度補正予算　各種事業の採択結果につ
いて

16．令和６年「営農指導体制を軸とした」実践活動
について

17．令和６年３月　営農懇談会意見・質問報告につ
いて

18．米在庫状況（３月末）について
19．畜産物の販売実績（３月末）について
20．令和６年度　青果・花き集荷販売実績について
21．経済部事業実績について

議案第１号　出資金の持分譲渡について
議案第２号　信用事業及び財産の状況に関する説明書

類の縦覧について
議案第３号　幌加内支所　そば乾燥調製施設監視カメラ

更新等工事に係る請負業者の選定について

議案第４号　貸出金の貸付について
議案第５号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第６号　理事に対する貸出承認について
議案第７号　共済規程の一部変更について

提
出
議
案

１．令和６年産　米の取扱いについて
２．令和６年産　「玄そば」の取扱いについて

協
議
事
項

報

告

事

項

第５回理事会 〈令和6年5月8日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．JAグループ「令和６年能登半島地震被害支援募金」
結果について

４．固定資産の取得について
５．令和３年産　もち米最終精算について
６．令和４年産　そば（幌加内）最終精算について

議案第１号　委員会委員の構成について
議案第２号　理事報酬額及び支給方法の決定について
議案第３号　退任役員に対する役員退職慰労金の支給

について
議案第４号　役員と組合との取引基準について

議案第５号　行政庁への業務報告書の提出について
議案第６号　固定資産の修繕について
議案第７号　貸出金の貸付について
議案第８号　車両機械課事務所移転に伴う入札につ

いて

提
出
議
案

報
告
事
項

第４回理事会 〈令和6年4月9日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

３．令和６年産　農産物予約前渡金及び概算金について
４．和牛受精卵移植の課題と対応について

組合員の動き
（令和6年4月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,184
110
5,414
269
842

当月末
18
0
17
0
11

脱退
5
4
33
1
0

加入
1,197
106
5,398
268
853

当期首
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登録は
こちら
▼

登録は
こちら
▼

LINELINE

脱炭素 資源活用 生物多様性

先進事例や最新動向を学ぶセミナーや交流会を定期開催。先進事例や最新動向を学ぶセミナーや交流会を定期開催。

課題解決に向け、生産現場と企業のマッチングもします。課題解決に向け、生産現場と企業のマッチングもします。

農家、ＪＡグループ、消費者、
自治体、研究・教育機関、
企業…誰でも入会できます！

農家、ＪＡグループ、消費者、
自治体、研究・教育機関、
企業…誰でも入会できます！

分かりやすく学べる動画メニュー

無料セミナー情報活用できる国の支援事業を紹介

最新情報がお手元に　最新情報がお手元に　！

有機・減農薬 エシカル消費

みんなでめざす持続可能な食と農

無料セミナー
の案内も
届きます！

５月
会員募集
開始

７月
設立
予定

環
境
に
優
し
い
農
業
や

「
み
ど
り
戦
略
」の

情
報
が
充
実
！
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